
 

■吉備線ＬＲＴの検討中断が話題になって

いますが、ＬＲＴについて大きな誤解があ

る。ＬＲＴ（ライトレールトランジット）を直訳す

れば「軽量鉄道交通網」ということ。ＪＲ

の山陽本線などの「ヘビーレール」は、40

トンもある重たい車輌が、10-16 輌も繋が

って、時速 130km 以上で突っ走るから、レ

ールも重く、路盤も頑丈するのでコストが

かかる。また踏切があっても簡単に止まれ

ないから、なるべく高架橋にする。その最

たる物が新幹線で、今まで日本の社会や産

業を支えてきた。ＪＲ赤字ローカル線は新

幹線の黒字で維持されてきたという、日本だけの特殊事情があった。 

■阪神大震災で阪神間に大きな被害を受けたＪＲ西日本では、「これが山間部の路線だったら復旧できない」

とショックを受けたという。ＪＲが完全民営化して上場し、外国人株主が 30%にもなるとの見込みもあり、

地域の赤字ローカル線、たとえば吉備線などでは、地域のバス路線など連携してライトレールとして再生し

た方が地域のためだとの認識から、1999年に検討がはじまった。 

■欧米のライトレールは路面電車と国鉄ローカル線が相互乗入れしている例も多く、RACDAが仲人をして岡

山電気軌道とＪＲの勉強会が始まった。この成果は 2006 年のＪＲ富山港線のＬＲＴ化に生かされ、富山で

は路面電車も環状化して富山ライトレールへの相互乗入れが実現している。富山では現在城端線・氷見線の

ＬＲＴ化が吉備線を追いかけるように検討されている。岡山の低床路面電車ＭＯＭＯは吉備線との相互乗

入れように開発され、そのおかげで富山・高岡・福井では同型が２２編成も走っている。 

 

■「ベビーカーで乗り放題電車バス」今年の RACDAの運動目標 

ようやく岡山市でも全国に比べて遅れていた高齢者割引が実現するが、電車バスの経営はコロナで危機的

状況に陥り、ほっておくと大減便されて仕舞いには無くなってしまう。電車バスが無くなって一番困るのは

学生とお年寄り、それに観光客などの交通弱者だ。日本では学割は事業者負担が当たり前だが、既に興割引

の学生通学定期割引は事業者の大きな負担となっており、割引分を教育費用とする行政負担の検討は急務

だ。札幌市や沖縄県、ひたちなか市等では既に負担を始めている。私たちはさらに育児出産への手厚い交通

補助、バリアフリー化推進のために「ベビーカーで乗り放題電車バス」を提案したい。いつでもベビーカー

が乗れるためには、全部が低床になり、スペースにも余裕が必要で、民間事業者では負担は難しい。 
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■ランデブー拠点 

３月には年一回ＪＲのダイヤ改正

があり、赤穂線・山陽線の昼間減

便の一方、吉備線は３０分に１本

のパターンダイヤになった。今ま

ではＪＲがまずダイヤを決め、バ

ス会社はそれを見て独自にダイヤ

を編成していた。本来は電車バス

の便数が十分でない場合、行政が

主導して、待たずに乗れるダイヤ

を作り、電車バス全体の利便性を

高める必要が有る。乗り継ぎ拠点

のことを行政用語では「交通結節

点」と呼んでいるが、富山大学で

は利用者目線からこれを「ランデ

ブー・コンセプト」と呼んでいる。

また京都市交通局では、地下鉄烏

山線の最終便の乗り継ぎ改善「シ

ンデレラ・クロス」を実現して、２

０１０年から６年間で乗客を９

０％増やすことに成功した。岡山

駅では２３時以降に各線の最終便

が運行されており、２１時までに

ほとんどバスが無くなる天満屋周

辺・表町とは夜の賑わいに格段の

差が出ている。岡山駅の「シンデ

レラクロス」を失ってはいけない。 

■岡山駅はＪＲが８方面にも走る

全国的にも珍しいランデブー拠点

であり、これが岡山の都市力の源泉となっている。バス会社が多く生き残ってきたのも、新幹線のぞみが停

まり山陰四国への入口にもなっている岡山駅の便利さが牽引していた。こうした政策のためには、ダイヤ編

成や路線配置を事業者の任せるのでなく、行政が応分の負担もしながら、ダイヤ編成や路線企画を専門に行

うスタッフを雇用して、事業者任せの現在の体制を見直す必要があります。またヨーロッパなどで取り入れ

られているＰＳＯ契約という事業委託評価制度を導入できるよう、民間会社主体で運営することを前提と

した、国の交通政策そのものを変更する必要があります。公共交通は最大の福祉政策、経済政策、人口政策

でもある。 


